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一
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の
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渡
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与
税
の
共
通
点
」
と
い
う
視
点
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三
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」
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渡
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渡
の
違
い
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と
い
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視
点
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四
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滅
と
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第
三
節

立
法
的
解
決
策

｜
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
｜

一
、
さ
ら
な
る
解
決
策

二
、
担
税
力
に
即
し
た
課
税

結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

現
行
の
課
税
実
務
に
お
い
て
、
財
産
分
与
が
不
動
産
で
行
わ
れ
た
場
合
、
分
与
者
に
対
し
て
譲
渡
所
得
が
課
税
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
最

高
裁
昭
和
五
〇
年
五
月
二
七
日
第
三
小
法
廷
判
決
に
お
い
て
分
与
者
に
対
す
る
課
税
の
取
扱
い
が
示
さ
れ
、
所
得
税
基
本
通
達
三
三
｜
一

の
四
の
発
遣
を
経
て
法
的
な
解
決
が
な
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
最
高
裁
判
決
以
来
、
当
該
課
税
理
論
に
つ
い
て
は
一
旦
の
解
決
を
み
せ
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
一
般
人
に
と
っ
て
理
解
し
が

た
い
課
税
理
論
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
数
多
く
の
有
識
者
が
本
判
決
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、
四
〇
年
に
渡
り
議
論
を
繰
り

広
げ
て
き
た
が
、
現
行
の
課
税
実
務
に
お
い
て
は
「
確
立
さ
れ
た
課
税
理
論
」
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
般
人
及

び
有
識
者
が
本
判
決
に
対
し
て
感
じ
る
最
大
の
「
疑
問
」
は
、「
な
ぜ
、
担
税
力
が
増
加
す
る
者
（
財
産
を
分
与
さ
れ
る
者
）
に
は
課
税
が

な
さ
れ
ず
、
担
税
力
が
増
加
し
な
い
者
（
分
与
者
）
に
課
税
が
な
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
本
判
決
を
未
解
決
の
課
税
理
論
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
潜
む
論
点
を
洗
い
出
し
、
筆
者
な
り
の
結
論
を
出
し
た
い

と
思
う
。
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第
一
章

最
高
裁
昭
和
五
〇
年
五
月
二
七
日
第
三
小
法
廷
判
決

第
一
節

判
例
研
究

｜
財
産
分
与
に
係
る
譲
渡
所
得
課
税
｜

最
高
裁
昭
和
五
〇
年
五
月
二
七
日
第
三
小
法
廷
判
決
（
民
集
二
九
巻
五
号
六
四
一
頁
）（
昭
和
四
七
年
（
行
ツ
）
第
四
号：

所
得
税
更
正

処
分
取
消
請
求
事
件
）

一
、
事
実
の
概
要

（
１
）

一
）

事
実

医
師
で
あ
る
Ｘ
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
昭
和
二
五
、
六
年
頃
Ａ
と
婚
姻
し
、
昭
和
二
九
年
二
月
に
長
女
を
も
う
け
、
同
年

五
月
に
名
古
屋
市
か
ら
分
譲
住
宅
（
以
下
「
本
件
不
動
産
」
と
い
う
）
を
購
入
し
た
（
本
件
不
動
産
は
Ｘ
の
特
有
財
産
で
あ
っ
た
こ
と
は

争
い
が
な
い
）。
Ｘ
は
昭
和
三
九
年
頃
か
ら
Ａ
お
よ
び
長
女
と
別
居
し
、
別
に
住
宅
を
購
入
し
て
居
住
し
た
。
昭
和
四
二
年
、
Ｘ
か
ら
離
婚

の
調
停
申
立
て
が
あ
り
、
同
年
五
月
一
〇
日
に
調
停
が
成
立
し
た
。
本
件
調
停
調
書
に
は
、
①
Ｘ
は
Ａ
に
対
し
、
離
婚
に
基
づ
く
慰
謝
料

と
し
て
本
件
不
動
産
と
電
話
加
入
権
を
譲
渡
し
、
か
つ
現
金
一
、
四
五
〇
万
円
を
支
払
う
こ
と
と
し
、
本
件
不
動
産
に
つ
い
て
昭
和
四
二

年
五
月
二
〇
日
限
り
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
す
る
こ
と
、
②
Ｘ
は
Ａ
に
対
し
、
長
女
の
養
育
料
と
し
て
昭
和
四
二
年
五
月
か
ら
昭
和
五

二
年
四
月
ま
で
毎
月
三
万
円
を
支
払
う
こ
と
等
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
Ｘ
は
昭
和
四
二
年
五
月
二
〇
日
、
慰
謝
料
に
よ
る
譲
渡
を
原
因
と

し
て
同
年
一
二
月
八
日
本
件
不
動
産
の
所
有
名
義
を
Ａ
に
移
転
す
る
登
記
手
続
き
を
し
た
。
Ｘ
は
、
昭
和
四
二
年
分
所
得
税
に
つ
い
て
、
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総
所
得
金
額
七
九
三
万
七
、
六
二
七
円
（
事
業
所
得
金
額
七
七
五
万
六
、
二
一
五
円
お
よ
び
給
与
所
得
金
額
一
八
万
一
、
四
一
二
円
）
と

す
る
確
定
申
告
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
所
轄
税
務
署
長
で
あ
る
Ｙ
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
Ｘ
が
本
件
不
動
産
を
同
年

五
月
二
〇
日
付
で
Ａ
に
譲
渡
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
譲
渡
所
得
の
申
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
譲
渡
所
得
金
額
一
四

八
万
八
、
八
七
七
円
を
加
算
し
た
金
額
（
九
四
二
万
六
、
五
〇
四
円
）
を
総
所
得
金
額
と
す
る
内
容
の
更
正
処
分
お
よ
び
過
少
申
告
加
算

税
の
賦
課
決
定
処
分
を
し
た
。
本
件
は
、
課
税
庁
の
更
正
処
分
を
不
服
と
し
た
Ｘ
が
異
議
申
立
て
お
よ
び
審
査
請
求
を
経
て
本
訴
を
提
起

し
た
も
の
で
あ
る
。

二
）

第
一
審
判
旨
（
名
古
屋
地
裁
昭
和
四
五
年
四
月
一
一
日
判
決

昭
和
四
四
年
（
行
ウ
）
第
四
二
号
）

請
求
棄
却

Ｘ
は
、『
所
得
税
法
第
三
三
条
三
項
（
譲
渡
所
得
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
べ
き
「
資
産
の
譲
渡
」
と
は
対
価
を

伴
う
い
わ
ゆ
る
有
償
譲
渡
を
意
味
し
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
は
こ
れ
に
あ
た
ら
な
い
。
本
件
不
動
産
の
譲
渡
の
実
質
は
財
産
分
与
で
あ
り
、

仮
に
慰
謝
料
の
支
払
い
と
し
て
な
さ
れ
た
と
し
て
も
所
得
税
法
第
三
六
条
一
項
（
収
入
金
額
）
に
い
う
収
入
金
額
を
伴
う
取
引
で
は
な
く
、

い
ず
れ
に
し
て
も
無
償
行
為
で
あ
る
か
ら
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
に
規
定
す
る
「
資
産
の
譲
渡
」
に
該
当
し
な
い
。
無
償
に
よ
る
譲
渡

に
つ
い
て
課
税
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
特
に
所
得
税
法
第
五
九
条
（
贈
与
等
の
場
合
の
譲
渡
所
得
等
の
特
例
）
に
、
贈
与
に

よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
同
法
第
三
三
条
は
無
償
譲
渡
を
含
ま
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。』
と
主
張
し
た
。

Ｙ
は
、「
課
税
の
対
象
と
な
る
譲
渡
所
得
は
現
実
に
譲
渡
の
対
価
を
取
得
し
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
過
去
に
お
け
る
資
産
の
値
上
り
に
よ

る
含
み
資
産
と
し
て
既
に
潜
在
的
に
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
譲
渡
行
為
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
と
き
課
税
所
得
と
し
て
把
握

― ―
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さ
れ
、
課
税
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、「
原
告
の
特
有
財
産
で
あ
っ
た
本
件
不
動
産
を
離
婚
に
基
づ
く
慰
謝

料
と
し
て
譲
渡
す
る
旨
の
調
停
が
成
立
し
、
登
記
手
続
き
を
完
了
し
た
。
右
移
転
行
為
は
原
告
が
負
担
す
べ
き
慰
謝
料
を
譲
渡
所
得
の
基

因
と
な
る
本
件
不
動
産
を
以
っ
て
弁
済
し
た
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
（
譲
渡
所
得
）
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡

に
あ
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
原
告
が
調
停
に
よ
り
生
じ
た
右
債
務
を
い
わ
ば
現
物
で
弁
済
し
た
か
現
金
で
弁
済
し

た
か
の
相
違
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
財
産
の
譲
渡
処
分
が
な
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
譲
渡
処
分
時
に
お
い
て
前
述
し
た
増
加

益
が
顕
在
化
し
た
以
上
こ
れ
を
譲
渡
所
得
と
し
て
課
税
し
な
け
れ
ば
資
産
を
他
に
譲
渡
し
現
金
で
債
務
の
弁
済
に
充
て
た
者
と
の
税
負
担

の
公
平
を
欠
く
結
果
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
が
慰
謝
料
支
払
い
の
た
め
で
な
く
、
夫
婦
共
有
財
産
の
清
算
及
び
相
手
方
配
偶

者
の
離
婚
後
の
生
活
に
つ
い
て
の
扶
養
を
目
的
と
す
る
財
産
分
与
で
あ
る
と
し
て
も
資
産
の
譲
渡
に
該
当
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

即
ち
夫
婦
の
一
方
が
婚
姻
中
に
得
た
財
産
の
所
有
関
係
に
つ
い
て
は
種
々
の
立
法
形
態
が
存
在
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
民
法
上
は

こ
れ
を
当
然
に
夫
婦
の
共
有
に
な
る
と
は
し
て
い
な
い
。
夫
婦
の
一
方
が
婚
姻
中
に
自
己
の
名
で
得
た
財
産
は
そ
の
者
の
婚
姻
前
か
ら
有

す
る
財
産
と
同
じ
く
そ
の
者
の
完
全
な
所
有
に
属
し
、
自
由
に
使
用
収
益
し
又
処
分
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
っ
て
資
産
の
値
上
り
に

よ
る
利
益
も
そ
の
者
に
帰
属
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
夫
婦
の
一
方
の
有
し
て
い
た
財
産
が
離
婚
に
伴
う
財
産
分
与

に
よ
っ
て
他
の
一
方
の
所
有
に
帰
す
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
に
財
産
権
の
移
転
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
資
産
の
譲
渡
に
あ
た
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」
と
主
張
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
第
一
審
は
Ｙ
の
主
張
を
認
容
し
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
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三
）

第
二
審
判
旨
（
名
古
屋
高
裁
昭
和
四
六
年
一
〇
月
二
八
日
判
決

昭
和
四
五
年
（
行
コ
）
第
八
号
）

控
訴
棄
却

控
訴
人
は
、
譲
渡
所
得
課
税
の
本
質
は
譲
渡
差
益
に
対
す
る
課
税
で
あ
っ
て
、
資
産
の
値
上
り
益
に
対
す
る
課
税
で
は
な
い
旨
主
張
す

る
が
、
当
裁
判
所
は
、
譲
渡
所
得
に
対
す
る
課
税
の
本
質
は
資
産
の
値
上
り
に
よ
り
そ
の
資
産
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
増
加
益
を
所
得
と

し
て
、
そ
の
資
産
が
所
有
者
の
支
配
を
離
れ
て
他
に
移
転
す
る
の
を
機
会
に
こ
れ
を
清
算
し
て
課
税
す
る
趣
旨
の
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

り
、
売
買
交
換
等
に
よ
り
そ
の
資
産
の
移
転
が
対
価
の
受
入
れ
を
伴
う
と
き
は
、
右
増
加
益
は
対
価
の
う
ち
に
具
体
化
さ
れ
る
の
で
、
こ

れ
を
課
税
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
た
の
が
旧
所
得
税
法
第
九
条
一
項
八
号
（
現
所
得
税
法
第
三
三
条
）
の
規
定
で
あ
る
と
す
る
最
高
裁
昭

和
四
三
年
一
〇
月
三
一
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
裁
判
集
民
事
第
九
二
号
七
九
八
頁
）
の
見
解
を
正
当
と
し
て
こ
れ
に
従
う
。
右
に
い
う
資

産
の
移
転
が
対
価
の
受
入
れ
を
伴
う
場
合
と
し
て
は
売
買
、
交
換
等
現
実
に
対
価
を
受
入
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
慰
謝
料
そ
の
他
債
務
の
履

行
と
し
て
或
は
債
務
の
履
行
に
代
え
て
資
産
の
移
転
が
な
さ
れ
る
場
合
も
含
む
も
の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
考
え
る
。
け
だ
し
一
般
に
債

務
の
履
行
と
し
て
或
は
債
務
の
履
行
に
代
え
て
自
己
の
有
す
る
資
産
を
相
手
方
に
移
転
譲
渡
し
た
場
合
に
は
そ
の
譲
渡
時
に
お
け
る
当
該

資
産
の
価
額
に
相
当
す
る
額
の
弁
済
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
債
務
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
的
利
益
を

享
受
し
こ
れ
が
具
体
化
し
た
点
で
は
現
実
に
対
価
の
受
入
れ
を
伴
う
場
合
と
実
質
的
に
何
等
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
慰

謝
料
及
び
財
産
分
与
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
と
し
て
本
件
不
動
産
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
以
上
、
被
控
訴
人
が
本
件
不
動
産
の
譲
渡
を
も
っ

て
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
の
譲
渡
所
得
に
当
る
も
の
と
し
た
の
は
相
当
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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四
）

上
告
理
由

（
２
）

旧
所
得
税
法
第
九
条
一
項
八
号
（
現
所
得
税
法
第
三
三
条
）
は
対
価
（
単
に
譲
渡
代
金
の
み
な
ら
ず
、
資
産
の
譲
渡
に
伴
う
反
対
給
付

若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
経
済
的
利
益
を
含
む
）
の
受
入
れ
に
伴
う
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
対
価
の
受
入
れ
を
伴
わ
な
い
資
産
の
譲

渡
は
、
こ
の
規
定
の
「
収
入
金
額
」
を
伴
っ
た
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
次
に
、
代
物
弁
済
は
、
経
済
的
利
益
の
享
受
を
伴
う
が
、
売
買
、

贈
与
等
に
よ
る
債
務
の
履
行
に
よ
り
契
約
上
の
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
の
は
、
契
約
の
趣
旨
を
完
結
す
る
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
の
債
務
履
行

自
体
に
よ
っ
て
譲
渡
人
が
何
ら
か
の
経
済
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
原
判
決
は
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
は
、
慰
謝
料
の
代
物
弁
済
及
び
財
産
分
与
の
趣
旨
を
含
む
も
の
と
認
定
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
代
物
弁
済
は
所
得
税
法
第
三
三
条
の
有
償
譲
渡
に
該
当
す
る
が
、
財
産
分
与
は
片
務
・
無
償
行
為
で
あ
り
、
分
与
者
が
協
議
若
し

く
は
調
停
に
よ
っ
て
負
担
し
た
目
的
財
産
の
権
利
を
移
転
す
べ
き
債
務
の
履
行
と
し
て
現
実
に
権
利
移
転
の
行
為
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

分
与
者
が
そ
れ
に
よ
り
何
ら
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
い
か
ら
有
償
譲
渡
に
該
当
し
な
い
。
原
判
決
の
論
旨
に
よ
れ
ば
、
財
産
の
贈
与
に

対
し
て
も
当
然
所
得
税
法
第
三
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
同
法
第
五
九
条
が
こ
と
さ
ら
贈
与
、
遺
贈
に
つ

い
て
特
別
規
定
を
お
い
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
同
法
第
三
三
条
の
譲
渡
に
は
財
産
分
与
、
贈
与
等
を
含
ま
せ
て
い
な
い
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
慰
謝
料
の
代
物
弁
済
並
び
に
財
産
分
与
の
趣
旨
を
併
用
す
る
と
設
定
し
た
以
上
、

本
件
譲
渡
に
含
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
分
割
し
、
前
者
に
該
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
譲
渡
所
得
の
金
額
を
認
定
し
、
後
者
に
該
当
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
課
税
処
分
の
取
り
消
し
を
す
べ
き
で
あ
る
。

― ―

財産分与に係る譲渡所得課税に関する研究（奥村）



二
、
最
高
裁
の
判
断

上
告
棄
却

譲
渡
所
得
に
対
す
る
課
税
は
、
資
産
の
値
上
り
に
よ
り
そ
の
資
産
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
増
加
益
を
所
得
と
し
て
、
そ
の
資
産
が
所
有

者
の
支
配
を
離
れ
て
他
に
移
転
す
る
の
を
機
会
に
、
こ
れ
を
清
算
し
て
課
税
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
課
税
所
得
た
る
譲
渡

所
得
の
発
生
に
は
、
必
ず
し
も
当
該
資
産
の
譲
渡
が
有
償
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い

（
３
）

。
従
っ
て
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
に
い
う
「
資
産

の
譲
渡
」
と
は
、
有
償
無
償
を
問
わ
ず
資
産
を
移
転
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
行
為
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
法
第
五

九
条
一
項
が
譲
渡
所
得
の
総
収
入
金
額
の
計
算
に
関
す
る
特
例
規
定
で
あ
っ
て
、
所
得
の
な
い
と
こ
ろ
に
課
税
譲
渡
所
得
の
存
在
を
擬
制

し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
そ
の
規
定
の
位
置
及
び
文
言
に
照
ら
し
、
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
夫
婦
が
離
婚
し
た
と
き
は
、
そ
の
一
方
は
、
他
方
に
対
し
、
財
産
分
与
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
４
）

。
こ
の
財
産
分
与
の

権
利
義
務
の
内
容
は
、
当
事
者
の
協
議
、
家
庭
裁
判
所
の
調
停
若
し
く
は
審
判
又
は
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
ま
っ
て
具
体
的
に
確
定
さ
れ

る
が
、
右
権
利
義
務
そ
の
も
の
は
、
離
婚
の
成
立
に
よ
っ
て
発
生
し
、
実
体
的
権
利
義
務
と
し
て
存
在
す
る
に
至
り
、
右
当
事
者
の
協
議

等
は
、
単
に
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
財
産
分
与
に
関
し
右
当
事
者
の
協
議
等
が
行
わ
れ

て
そ
の
内
容
が
具
体
的
に
確
定
さ
れ
、
こ
れ
に
従
い
金
銭
の
支
払
い
、
不
動
産
の
譲
渡
等
の
分
与
が
完
了
す
れ
ば
、
右
財
産
分
与
の
義
務

は
消
滅
す
る
が
、
こ
の
分
与
義
務
の
消
滅
は
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
経
済
的
利
益
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
産
分
与
と
し

て
不
動
産
等
の
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合
、
分
与
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
分
与
義
務
の
消
滅
と
い
う
経
済
的
利
益
を
享
受
し
た
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

本
件
不
動
産
の
譲
渡
の
う
ち
財
産
分
与
に
係
る
も
の
が
上
告
人
に
譲
渡
所
得
を
生
ず
る
も
の
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
る
と
し
た
原
審
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の
判
断
は
、
そ
の
結
論
に
お
い
て
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
争

点

一
）

資
産
の
譲
渡
の
意
義

二
）

財
産
分
与
義
務
の
消
滅
に
係
る
課
税
の
取
扱
い

四
、
研

究

一
）

資
産
の
譲
渡
の
意
義

所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
（
譲
渡
所
得
）
に
お
い
て
、「
譲
渡
所
得
と
は
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
を
い
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
金

子
宏
教
授
は
、「
譲
渡
所
得
の
本
質
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
、
す
な
わ
ち
所
有
資
産
の
価
値
の
増
加
益
で
あ
っ
て
、
譲
渡
所
得
に
対
す

る
課
税
は
、
資
産
が
譲
渡
に
よ
っ
て
所
有
者
の
手
を
離
れ
る
の
を
機
会
に
、
そ
の
所
有
期
間
中
の
増
加
益
を
清
算
し
て
課
税
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る

（
５
）

。」
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
『
譲
渡
所
得
の
発
生
の
原
因
と
な
る
「
資
産
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
同
法
第
三
三
条
二
項
の
定

め
る
た
な
卸
資
産
等
の
例
外
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
、
譲
渡
可
能
な
い
っ
さ
い
の
権
利
を
含
む
、
と
考
え
て
よ
い
。
動
産
・
不
動
産
の

所
有
権
は
も
と
よ
り
、
特
許
権
・
著
作
権
等
の
無
体
財
産
権
、
許
認
可
に
よ
っ
て
発
生
し
た
権
利
や
地
位
な
ど
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る

（
６
）

。』
と

し
、『「
譲
渡
」と
は
、
有
償
で
あ
る
と
無
償
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
の
移
転
を
広
く
含
む
観
念
で
、
売
買
や
交
換
は
も

と
よ
り
、
競
売
、
公
売
、
収
用
、
物
納
、
現
物
出
資
等
が
そ
れ
に
含
ま
れ
る

（
７
）

。』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
論
点
は
、
譲
渡
所
得
に
よ
る
「
所
得
」
と
は
、
所
有
資
産
の
価
値
の
増
加
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
高
裁
も
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譲
渡
所
得
に
つ
い
て
、
所
有
資
産
の
「
経
済
的
価
値
の
増
加
益
」
に
つ
い
て
課
税
が
な
さ
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
経
済
的
価
値
の

増
加
（
減
少
も
含
め
て
）
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
ど
の
時
点
を
も
っ
て
清
算
が
な
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
清
算

の
時
期
は
所
有
権
が
他
の
者
に
移
っ
た
時
点
と
さ
れ
て
い
る
。

本
判
決
で
問
題
と
な
る
の
は
、
所
有
資
産
（
本
件
不
動
産
）
の
所
有
権
に
つ
い
て
、「
元
妻
に
移
転
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
清
算

が
な
さ
れ
る
べ
き
時
点
と
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
時
点
を
も
っ
て
こ
の
「
経
済
的
価
値
の
増
加
益
」
が
確

定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
、
次
章
に
お
い
て
考
察
す
る
。

二
）

財
産
分
与
義
務
の
消
滅
に
係
る
課
税
の
取
扱
い

財
産
分
与
に
よ
り
分
与
を
受
け
た
者
の
課
税
関
係
は
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
相
続
税
法
基
本
通
達
九
｜
八
（
婚
姻

の
取
消
又
は
離
婚
に
よ
り
財
産
の
取
得
が
あ
っ
た
場
合
）に
お
い
て
、「
そ
の
分
与
に
係
る
財
産
の
額
が
婚
姻
中
の
夫
婦
の
協
力
に
よ
っ
て

得
た
財
産
の
額
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
な
お
過
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
過
当
で
あ
る
部
分
、
又
は
離

婚
を
手
段
と
し
て
贈
与
税
若
し
く
は
相
続
税
の
ほ
脱
を
図
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
離
婚
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価
額
を

除
き
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
と
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
分
与
者
か
ら
分
与
を
受
け
た
財
産
は
、
夫
婦
の
財
産
関
係
の
清
算

や
離
婚
後
の
生
活
保
障
の
た
め
の
財
産
分
与
請
求
権
に
基
づ
き
給
付
を
受
け
た
も
の
と
解
す
る
趣
旨
か
ら
本
通
達
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
が
、
こ
の
通
達
に
よ
り
分
与
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
分
与
を
受
け
た
財
産
が
不
動
産
で
あ
れ
、
金
銭
で
あ
れ
、
過
当
で
あ

る
等
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
贈
与
税
は
非
課
税
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
分
与
者
の
課
税
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
所
得
税
基
本
通
達
三
三
｜
一
の
四
（
財
産
分
与
に
よ
る
資
産
の
移
転
）
に
お
い
て
、

― ―

九州国際大学法政論集 第14巻（2016年）



「
民
法
第
七
六
八
条
（
財
産
分
与
）（
同
法
第
七
四
九
条
及
び
第
七
七
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
の
規
定
に
よ
る
財
産
の
分

与
と
し
て
資
産
の
移
転
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
分
与
を
し
た
者
は
、
そ
の
分
与
を
し
た
時
に
お
い
て
そ
の
時
の
価
額
に
よ
り
当
該
資

産
を
譲
渡
し
た
こ
と
と
な
る
。」と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
動
産
を
分
与
し
た
場
合
は
譲
渡
所
得
が
課
税
さ
れ
、
金
銭
を
分
与
し
た
場
合

は
課
税
が
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
様
な
課
税
の
取
扱
い
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
章
に
お
い
て
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
章

財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産
の
移
転
は
資
産
の
譲
渡
に
該
当
す
る
か

第
一
節

財
産
分
与
請
求
権

我
妻
栄
教
授
は
、「
わ
が
国
の
法
制
に
お
い
て
、
旧
民
法
だ
け
で
な
く
現
行
民
法
に
お
い
て
も
、
草
案
の
段
階
で
は
無
責
配
偶
者
か
ら
有

責
配
偶
者
に
対
す
る
扶
養
料
請
求
権
を
認
め
な
が
ら
も
、
結
局
は
夫
婦
共
通
財
産
の
清
算
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
損
害
賠
償
に

つ
い
て
も
扶
養
の
請
求
に
つ
い
て
も
何
等
の
規
定
を
置
か
な
か
っ
た
。
か
よ
う
な
民
法
の
態
度
が
、
離
婚
す
る
妻
の
立
場
を
極
め
て
不
利

益
に
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

（
８
）

。」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
民
法
に
お
け
る
離
婚
の
際
の
財
産
分
与
に
係
る

規
定
は
制
定
時
か
ら
趣
旨
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
曖
昧
な
趣
旨
の
規
定
が
贈
与
税
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
財
産
分
与
を
受
け
る
者
の
課
税
実
務
に
お
い
て
、
財
産
分
与
に
よ
る「
金

銭
や
不
動
産
」
の
収
受
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
法
基
本
通
達
九
｜
八
（
婚
姻
の
取
消
し
又
は
離
婚
に
よ
り
財
産
の
取
得
が
あ
っ
た
場
合
）

― ―

財産分与に係る譲渡所得課税に関する研究（奥村）



に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
婚
姻
中
の
夫
婦
の
協
力
に
よ
っ
て
得
た
財
産
の
額
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
な
お
過
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、
租
税
回
避
行
為
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
非
課
税
と
な
る
。
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、「
財
産
分
与
に

よ
る
財
産
の
移
転
は
、
分
与
者
か
ら
贈
与
を
受
け
た
も
の
で
は
な
く
、
夫
婦
の
財
産
関
係
の
清
算
や
離
婚
後
の
生
活
保
障
の
た
め
の
財
産

分
与
請
求
権
に
基
づ
き
給
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
贈
与
税
は
課
税
さ
れ
な
い
。」
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。

例
え
話
で
あ
る
が
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
名
義
の
不
動
産
を
夫
か
ら
妻
へ
名
義
変
更
し
た
場
合
の
課
税
実
務
は
ど
う
な
る
か
。
こ
れ
は
妻

に
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。（
も
っ
と
も
、
相
続
税
法
第
二
一
条
の
六
（
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
）
の
規
定
に
よ
り
、
婚
姻
期

間
が
二
〇
年
以
上
の
夫
婦
の
間
で
の
居
住
用
不
動
産
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
基
礎
控
除
一
一
〇
万
円
の
ほ
か
に
最
高
二
、
〇
〇
〇
万
円
の

配
偶
者
控
除
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）

で
は
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
名
義
の
不
動
産
を
夫
か
ら
妻
へ
売
却
し
た
場
合
の
課
税
実
務
は
ど
う
な
る
か
。
こ
れ
は
夫
に
譲
渡
所
得
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。（（
こ
の
場
合
、
売
り
手
と
買
い
手
の
関
係
が
夫
婦
で
あ
る
た
め
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
五
条（
居
住
用
財
産
の

譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
）に
規
定
す
る
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
三
、
〇
〇
〇
万
円
の
特
別
控
除
の
特
例
は
適
用
で
き
な
い
。））こ

れ
は
、
別
産
制
と
い
う
も
の
を
背
景
に
考
え
た
場
合
、
夫
婦
間
で
も
売
買
契
約
は
成
立
し
得
る
訳
で
あ
る
が
、
妻
が
当
該
不
動
産
を
購
入

す
る
た
め
に
捻
出
す
る
金
銭
が
妻
の
「
特
有
財
産
」
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
前
提
が
成
立
し
て

い
な
け
れ
ば
、
実
態
は
、
夫
婦
の
実
質
的
共
有
財
産
と
化
し
て
い
る
金
銭
を
夫
婦
間
で
回
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
取

引
は
、
む
し
ろ
贈
与
税
に
お
け
る
租
税
回
避
行
為
と
も
受
け
取
れ
る
。

我
妻
栄
教
授
が
、
民
法
第
七
五
四
条
（
夫
婦
間
の
契
約
の
取
消
権
）
に
つ
い
て
、「
夫
婦
間
で
契
約
し
た
と
き
は
、
そ
の
契
約
は
、
婚
姻

中
、
何
時
で
も
、
夫
婦
の
一
方
か
ら
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
第
三
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
夫
婦
間
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で
契
約
を
し
て
も
、
そ
れ
に
基
づ
く
権
利
を
裁
判
所
の
力
を
借
り
て
実
現
す
る
こ
と
は
、
夫
婦
間
の
円
満
を
害
す
る
、
さ
よ
う
な
契
約
の

履
行
は
、
夫
婦
間
の
愛
情
と
道
義
と
に
ま
か
せ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
趣
旨
と
説
か
れ
る
。
そ
の
趣
旨
そ
の
も
の
に
は
一
理
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
は
、
民
法
の
規
定
は
す
こ
ぶ
る
不
十
分
で
あ
る
（
一
度
贈
与
し
た
も
の
も
取
り
消
し
て
そ
の
返
還
を
訴
求
し
う
る
と
い
う
の

で
は
、
趣
旨
は
通
る
ま
い
）。
の
み
な
ら
ず
、
実
際
上
の
適
用
を
み
る
と
、
夫
の
横
暴
を
助
勢
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
立
法
論
と
し
て

は
削
除
す
る
の
を
至
当
と
す
る
で
あ
ろ
う

（
９
）

。」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夫
婦
間
の
契
約
は
第
三
者
に
対
す
る
契
約
に
比
べ
る
と
、
極

め
て
法
的
拘
束
力
が
弱
い
こ
と
が
解
る
。

我
妻
栄
教
授
が
、『
財
産
分
与
請
求
権
は
、「
離
婚
に
よ
る
扶
養
」
の
思
想
の
承
継
・
進
展
』
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
思
想
が
「
当
事
者
の

一
方
を
し
て
、
離
婚
後
に
お
け
る
生
計
に
困
ら
せ
ま
い
と
す
る
思
想
か
ら
、
夫
婦
共
同
生
活
中
に
お
い
て
夫
婦
が
協
力
し
て
取
得
し
た
財

産
は
共
有
と
も
み
な
し
て
こ
れ
を
清
算
す
べ
し
と
す
る
思
想
で
あ
る

（
10
）

。」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
婚
姻
期
間
中
に
夫
婦
が
協
力

し
て
取
得
し
た
不
動
産
を
財
産
分
与
に
よ
り
一
方
に
移
転
す
る
こ
と
」
は
、「
夫
婦
で
も
な
い
、
第
三
者
へ
不
動
産
を
移
転
す
る
こ
と
」
と

は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

第
二
節

資
産
の
譲
渡
」
の
意
義

一
、「
資
産
」
の
意
義

本
節
で
は
、
本
判
決
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
た
「
資
産
の
譲
渡
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

譲
渡
所
得
は
、
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
に
お
い
て
「
譲
渡
所
得
と
は
、
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
を
い
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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金
子
宏
教
授
は
、
譲
渡
所
得
の
意
義
と
範
囲
に
つ
い
て
、「
譲
渡
所
得
と
は
、
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
を
い
う
。
そ
の
本
質
は
、
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
ゲ
イ
ン
、
す
な
わ
ち
所
有
資
産
の
価
値
の
増
加
益
で
あ
っ
て
、
譲
渡
所
得
に
対
す
る
課
税
は
、
資
産
が
譲
渡
に
よ
っ
て
所
有
者
の

手
を
離
れ
る
の
を
機
会
に
、
そ
の
所
有
期
間
中
の
増
加
益
を
清
算
し
て
課
税
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

（
11
）

。」と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、『
今

ま
で
の
と
こ
ろ
、
経
済
学
上
も
会
計
学
上
も
、
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
満
足
す
べ
き
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
所
得
税
法
第
三
三
条
一

項
（
譲
渡
所
得
）
は
、「
譲
渡
所
得
と
は
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
を
い
う
。」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
、
資
産
と
は
何
か
、
ま
た
譲

渡
と
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

（
12
）

。』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
資
産
の
譲
渡
」
の
意
義
を
考
察
す
る
上
で
、
ま
ず
「
資
産
」
と

「
譲
渡
」
の
意
義
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

金
子
宏
教
授
は
、「
資
産
」
の
意
義
に
つ
い
て
、『
資
産
と
は
、
譲
渡
性
の
あ
る
財
産
権
を
す
べ
て
含
む
観
念
で
、
動
産
・
不
動
産
は
も
と

よ
り
、
借
地
権
、
無
体
財
産
権
、
許
認
可
に
よ
っ
て
得
た
権
利
や
地
位
な
ど
が
広
く
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。
な
お
、「
資
産
」と
い
う
観
念
は

一
種
の
固
有
概
念
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

（
13
）

。』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
判
決
に
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
る
。
最
高
裁
は
、『
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
に
い
う
「
資
産
の
譲
渡
」
と
は
、
有
償
無
償
を
問
わ
ず

資
産
を
移
転
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
行
為
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。』
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
資
産
」
を
「
譲
渡
性
の
あ

る
財
産
す
べ
て
」
と
定
義
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
不
動
産
は
も
と
よ
り
、
金
銭
、
た
な
卸
資
産
、
事
業
用
償
却
資
産
等
も
「
資
産
」
に
含
ま

れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
な
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
第
三
三
条
二
項
（
譲
渡
所
得
）
に
お
い
て
、
譲
渡
所
得
に
含
ま
れ
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
金
銭
と
い
う
「
資
産
」
の
譲
渡
は
「
譲
渡
所
得
」
で
は
な
く
「
贈
与
税
」
の
守
備
範
囲
で
あ
る
。
因
み
に
、
金
子
宏

教
授
は
、
所
得
税
法
第
三
三
条
二
項
の
例
外
の
定
め
方
に
つ
い
て
立
法
政
策
上
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
事
業
用
償
却
資
産
は
右
の
例
外
に
含
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
解
釈
論
上
は
、
そ
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
は
譲
渡
所
得
に
含
ま
れ
る
と
解
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さ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
事
業
用
償
却
資
産
の
減
価
償
却
費
は
、
事
業
上
の
必
要
経
費
と
し
て
控
除
さ
れ
、
事
業
所
得
の
金
額
を
減

少
さ
せ
る
要
因
と
し
て
働
く
か
ら
、
こ
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
ま
た
は
損
失
は
、
事
業
所
得
ま
た
は
事
業
損
失
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
首
尾

一
貫
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
事
業
用
償
却
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
益
な
い
し
譲
渡
損
の
金
額
は

譲
渡
の
対
価
か
ら
そ
の
簿
価
｜
す
な
わ
ち
取
得
価
額
か
ら
譲
渡
時
ま
で
の
減
価
償
却
費
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
｜
を
差
引
い
た
残
額

で
あ
る
が
、
事
業
用
償
却
資
産
の
譲
渡
か
ら
譲
渡
益
が
生
ず
る
の
は
今
ま
で
の
減
価
償
却
が
過
大
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

し
、
ま
た
譲
渡
損
が
生
ず
る
の
は
今
ま
で
の
減
価
償
却
が
過
少
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
譲
渡
益
を
譲
渡
所
得

と
し
て
二
分
の
一
課
税
の
恩
恵
に
浴
さ
せ
る
の
は
合
理
的
で
は
な
い
し
、
ま
た
譲
渡
損
を
譲
渡
所
得
の
計
算
上
控
除
を
認
め
る
に
止
め
る

の
は
不
合
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
現
行
制
度
は
、
流
動
資
産
の
譲
渡
か
ら
は
事
業
所
得
が
生
じ
、
固
定
資

産
の
譲
渡
か
ら
は
譲
渡
所
得
が
生
じ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
考
え
を
事
業
用
償
却
資
産
に
適
用

す
る
の
は
、
こ
の
意
味
で
適
切
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

（
14
）

。」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
の
分
類
に
つ
い
て

は
、
一
般
論
と
し
て
は
、
所
有
者
の
意
思
に
よ
ら
な
い
外
部
的
条
件
の
変
化
に
起
因
す
る
資
産
価
値
の
増
加
は
譲
渡
所
得
に
あ
た
り
、
所

有
者
の
人
的
努
力
と
活
動
に
起
因
す
る
資
産
価
値
の
増
加
は
事
業
所
得
や
雑
所
得
に
あ
た
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
15
）

。」と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

こ
こ
で
、
筆
者
は
ひ
と
つ
の
違
和
感
を
覚
え
る
。
最
高
裁
は
、
譲
渡
所
得
が
規
定
す
る
「
資
産
の
譲
渡
」
に
つ
い
て
、「
有
償
無
償
を
問

わ
ず
資
産
を
移
転
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
行
為
を
い
う
」
と
判
断
し
て
い
る
が
、「
資
産
の
譲
渡
」
を
構
成
す
る
「
資
産
」
に
は
様
々
な
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
不
動
産
と
い
う
「
資
産
」
を
譲
渡
す
る
経
済
取
引
に

つ
い
て
は
譲
渡
所
得
、
た
な
卸
資
産
と
い
う
「
資
産
」
を
譲
渡
す
る
経
済
取
引
に
つ
い
て
は
事
業
所
得
、
金
銭
と
い
う
「
資
産
」
を
譲
渡
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す
る
経
済
取
引
は
受
贈
者
に
「
贈
与
税
」
が
課
税
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
資
産
」
の
種
類
に
よ
っ
て
、
課
税
実
務
上
の
守
備
範
囲
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
譲
渡
所
得
の
規
定
す
る
「
資
産
の
譲
渡
」
と
は
、
有
償
無

償
を
問
わ
ず
「
金
銭
」
を
移
転
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
行
為
を
い
う
』
と
い
う
課
税
理
論
は
成
り
立
た
な
い
。
金
子
宏
教
授
が
述
べ
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
、
立
法
政
策
上
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
、
そ
の
課
税
要
件
で
あ
る
「
資
産
の
譲
渡
」
の
意
義
を
、「
有

償
無
償
を
問
わ
ず
資
産
を
移
転
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
行
為
」
で
あ
る
と
し
た
最
高
裁
の
断
定
的
な
解
釈
は
安
易
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

で
は
、「
譲
渡
」
と
は
何
な
の
か
。
金
子
宏
教
授
は
、「
譲
渡
」
の
意
義
に
つ
い
て
、「
有
償
で
あ
る
と
無
償
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
所
有
権

そ
の
他
の
権
利
の
移
転
を
広
く
含
む
概
念
で
、
売
買
や
交
換
は
も
と
よ
り
、
競
売
、
公
売
、
収
用
、
物
納
、
現
物
出
資
等
が
そ
れ
に
含
ま

れ
る

（
16
）

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
贈
与
」
が
「
譲
渡
」
の
意
義
に
含
ま
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。「
贈
与
」
と

い
う
経
済
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
「
資
産
の
移
転
」
と
い
う
結
果
が
伴
う
訳
で
あ
る
が
、「
贈
与
」
は
「
贈
与
税
」
の
守
備
範
囲

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
子
宏
教
授
は
譲
渡
所
得
を
構
成
す
る
「
譲
渡
」
の
意
義
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
推
測
で
き
る
。

後
段
に
お
い
て
、「
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
の
共
通
点
」
及
び
「
有
償
譲
渡
と
無
償
譲
渡
の
違
い
」
と
い
う
視
点
か
ら
『「
譲
渡
」
の
意
義
』

を
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、「
譲
渡
」
の
意
義

｜「
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
の
共
通
点
」
と
い
う
視
点
｜

譲
渡
所
得
」
と
「
贈
与
税
」
は
、
ど
の
部
分
に
共
通
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
金
子
宏
教
授
は
、
贈
与
税
に
つ
い
て
、「
贈
与
税
は
、

贈
与
に
よ
っ
て
財
産
が
移
転
す
る
機
会
に
、
そ
の
財
産
に
対
し
て
課
さ
れ
る
租
税
で
あ
っ
て
、
相
続
税
の
補
完
税
の
性
質
を
も
つ

（
17
）

。」と
述
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べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
譲
渡
所
得
を
規
定
す
る
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
を
思
い
返
し
て
み
る
。「
譲
渡
所
得
と
は
、
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
を
い

う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
資
産
の
譲
渡
」
と
い
う
経
済
取
引
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
資
産
（
財
産
）
の
移
転
」
と
い
う
結
果
が
伴
う
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
所
得
税
の
一
類
型
で
あ
る
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
は
「
資
産
（
財
産
）
の
移
転
」
と
い
う
結
果
が
伴
う
点
に
お
い
て
同
じ

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
の
守
備
範
囲
を
明
確
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
判
断
基
準
は
、「
資
産
（
財
産
）
の
移
転
」
に

よ
り
誰
が
「
経
済
的
利
益
」
を
収
受
す
る
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
資
産
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
渡
者
が
「
所
得
（
外
部

か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流
入

（
18
）

）」
を
収
受
す
る
こ
と
が
「
譲
渡
所
得
」
の
課
税
物
件
と
な
る
「
収
入
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

譲
渡
所
得
に
お
け
る
「
所
得
」
の
本
質
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
、
す
な
わ
ち
所
有
資
産
の
価
値
の
増
加
益
で
あ
る
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
所
有
資
産
の
価
値
は
、
日
々
増
減
し
て
い
る
。
金
子
宏
教
授
は
、「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
、
所
有
資
産
の
増
加
益
で
あ
る
か
ら
、

理
論
上
は
各
年
の
増
加
益
に
対
し
て
そ
の
年
に
課
税
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
に

対
し
て
毎
年
繰
り
返
し
課
税
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

（
19
）

。」と
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
理
論
上
は
と
も
か
く
、
課
税
実
務
上
、「
所

有
資
産
の
所
有
期
間
中
の
増
加
益
を
清
算
す
る
時
点
」
と
い
う
の
は
「
資
産
が
譲
渡
に
よ
っ
て
所
有
者
の
手
を
離
れ
る
時
点
」
の
こ
と
で

あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
所
有
資
産
の
価
値
の
増
加
益
」
を
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
所
得
税
法
第
三
三
条
三
項
（
譲

渡
所
得
）に
お
い
て
、「
譲
渡
所
得
の
金
額
は
、
当
該
所
得
に
係
る
総
収
入
金
額
か
ら
当
該
所
得
の
基
因
と
な
っ
た
資
産
の
取
得
費
及
び
そ

の
資
産
の
譲
渡
に
要
し
た
費
用
の
合
計
額
を
控
除
し
、そ
の
残
額
の
合
計
額
か
ら
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
総
収
入
金
額
」
に
よ
っ
て
「
所
有
資
産
の
価
値
」
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
当
該
「
所
有
資
産
の
価
値
」
は
必
ず
し
も
市
場
相
場
に
あ
わ
せ
た
「
時
価
」
に
よ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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例
え
ば
、「
資
産
」
の
所
有
者
と
当
該
「
資
産
」
を
購
入
し
た
い
と
い
う
意
思
表
示
を
示
す
者
と
の
間
で
売
買
契
約
（
売
却
価
額
二
、
〇
〇

〇
万
円
）
が
交
わ
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
仮
に
当
該
資
産
の
時
価
が
二
、
二
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
総
収
入
金
額
は
二
、
〇
〇

〇
万
円
と
な
る
。
金
子
宏
教
授
が
、「
所
得
税
法
は
、
資
産
の
譲
渡
に
よ
り
収
入
と
し
て
実
現
し
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
に
対
し
て
の
み

課
税
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る

（
20
）

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
所
得
税
の
一
類
型
で
あ
る
譲
渡
所
得
の
「
総
収
入
金

額
」
も
、
所
得
税
を
構
成
す
る
他
の
九
類
型
の
所
得
と
同
じ
よ
う
に
「
収
入
と
し
て
実
現
」
す
る
こ
と
を
課
税
要
件
と
し
て
い
る
と
い
え

る
。た

だ
し
例
外
的
な
も
の
も
あ
り
、
金
子
宏
教
授
は
、『
一
定
の
無
償
の
譲
渡（
法
人
に
対
す
る
贈
与
お
よ
び
遺
贈
、
限
定
承
認
に
か
か
る

相
続
お
よ
び
包
括
遺
贈
）
ま
た
は
著
し
く
低
い
対
価
に
よ
る
法
人
へ
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
時
価
に
よ
る
譲
渡
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
し
て
い
る
（
所
得
税
法
第
五
九
条
）。
こ
れ
は
、「
み
な
し
譲
渡
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
に
対
す
る
課
税

の
例
で
あ
っ
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
に
対
す
る
無
限
の
課
税
繰
延
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
未
実
現
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・

ゲ
イ
ン
も
理
論
上
は
所
得
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
課
税
は
、
所
得
税
の
性
質
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
著
し
く
低
い
対
価

と
は
、
資
産
の
譲
渡
の
時
に
お
け
る
価
額
の
二
分
の
一
に
み
た
な
い
金
額
の
こ
と
で
あ
る（
所
得
税
法
施
行
令
第
一
六
九
条
）。
し
た
が
っ

て
、
法
人
に
資
産
を
寄
附
す
る
と
か
、
時
価
の
二
分
の
一
に
み
た
な
い
金
額
で
売
っ
た
り
現
物
出
資
し
た
場
合
は
、
時
価
に
よ
る
譲
渡
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
こ
に
時
価
と
は
、
相
続
税
評
価
額
で
は
な
く
、
通
常
の
取
引
価
額
を
意
味
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

（
21
）

。』

と
例
外
の
存
在
に
つ
い
て
補
足
さ
れ
て
い
る
。

話
を
元
に
戻
す
。
法
人
へ
の
譲
渡
な
ど
の
よ
う
な
一
部
の
例
外
を
除
き
、
譲
渡
所
得
の「
総
収
入
金
額
」は
、「
収
入
と
し
て
実
現
す
る
」

こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
で
は
、「
収
入
と
し
て
実
現
す
る
」と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
所
有
資
産
を
譲
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渡
す
る
こ
と
に
よ
り
「
何
ら
か
の
対
価
（
経
済
的
利
益
）
を
収
受
」
す
る
こ
と
が
、
つ
ま
り
は
「
収
入
（
所
得
）
と
し
て
実
現
」
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。「
収
入
（
所
得
）
と
し
て
実
現
」
し
た
結
果
、
担
税
力
が
増
加
す
る
。
こ
れ
に
課
税
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
租
税
法
律
主
義
及
び
租
税
公
平
主
義
が
要
請
す
る
「
担
税
力
に
即
し
た
課
税

（
22
）

」
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
売
買
、
交
換
等
の

経
済
取
引
に
よ
り
「
資
産
の
譲
渡
」
を
行
っ
た
場
合
は
、
な
ん
ら
か
の
対
価
を
得
る
と
い
う
結
果
が
伴
う
。
そ
の
結
果
、
担
税
力
が
増
加

す
る
か
ら
譲
渡
所
得
に
よ
る
課
税
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
資
産
の
譲
渡
」を
行
っ
た
際
、
何
の
対
価
も
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
な

経
済
取
引
は
売
買
や
交
換
等
で
は
な
く
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
贈
与
」
で
あ
り
、
譲
渡
者
（
贈
与
者
）
は
納
税
義
務
を
負
わ
な
い
。

三
、「
譲
渡
」
の
意
義

｜「
有
償
譲
渡
と
無
償
譲
渡
の
違
い
」
と
い
う
視
点
｜

最
高
裁
は
、『
所
得
税
法
第
三
三
条
一
項
に
い
う
「
資
産
の
譲
渡
」
と
は
、
有
償
無
償
を
問
わ
ず
資
産
を
移
転
さ
せ
る
い
っ
さ
い
の
行
為

を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。』と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
有
償
無
償
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
売
買
契
約
及
び
贈
与
契
約
と
い
う
視
点
で
考
察
し
て
み
る
。
売
買
契
約
は
民
法
第
五
五
五
条
（
売
買
）
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
般

的
に
、「
双
務
・
諾
成
・
有
償
」
の
契
約
で
あ
る
。
一
方
、
贈
与
契
約
は
民
法
第
五
四
九
条
（
贈
与
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
片
務
・

諾
成
・
無
償
」
の
契
約
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
租
税
法
と
民
法
で
解
釈
が
違
う
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
た
め
、
民
法
の
解
釈
を
そ
の
ま

ま
租
税
法
の
法
的
解
釈
と
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
譲
渡
所
得
の
起
因
と
な
る
経
済
取
引
で
あ
る
売
買
契
約
は
「
有
償
譲
渡
」
で
あ
り
、
贈
与
税
の
起
因
と
な
る
経
済
取
引
で
あ

る
贈
与
契
約
は
「
無
償
譲
渡
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
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四
、
租
税
法
に
民
法
の
概
念
を
適
用
す
る
こ
と
の
限
界

経
済
的
利
益
（
外
部
か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流
入
）」
を
収
受
し
所
得
税
又
は
贈
与
税
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
の
は
夫
婦
や
家
族
で
は
な

く
個
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
が
国
の
課
税
制
度
が
個
人
単
位
主
義
を
採
用
し
て
お
り
、
夫
婦
単
位
主
義
や
世
帯
単
位
主
義
を
採
用
し
て
い

る
諸
外
国
と
租
税
法
の
体
系
が
違
う
た
め
で
あ
る
が
、
個
人
に
対
し
「
経
済
的
利
益
（
外
部
か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流
入
）」
と
し
て
所
得

税
又
は
贈
与
税
に
よ
る
課
税
が
な
さ
れ
、
一
旦
「
夫
婦
の
財
産
形
成
の
領
域
」
に
転
嫁
さ
れ
れ
ば
後
は
夫
婦
の
実
質
的
共
有
財
産
で
あ
り
、

婚
姻
が
継
続
す
る
か
ぎ
り
相
続
の
発
生
ま
で
当
該
財
産
を
共
有
し
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
現
行
民
法
に
お
い
て
別
産
制
の
規
定
は
し
て
い

る
も
の
の
、
実
際
の
と
こ
ろ
別
産
制
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
個
人
の
財
産
形
成
」で
は
な
く
、「
家
の
財
産
形
成
」が
な
さ
れ
て
い
る
の

が
実
状
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
民
法
の
世
界
に
お
い
て
は
「
潜
在
的
な
持
分
」
と
い
う
概
念
が
通
用
す
る
が
、
租
税
法
に
こ
の
概

念
を
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
別
産
制
を
前
提
と
す
る
個
人
単
位
主
義
に
お
い
て
は
、
財
産
が
誰
の
所

有
の
も
の
で
あ
る
の
か
が
曖
昧
で
あ
る
と
、
課
税
の
出
発
点
に
立
て
な
い
の
で
あ
る
。

津
田
顕
雄
先
生
も
、「
現
行
税
制
は
、
夫
婦
財
産
制
、
つ
ま
り
別
産
制
に
最
も
適
合
し
た
税
制
と
し
て
、
夫
婦
単
位
課
税
制
度
は
と
ら
ず

に
、
個
人
単
位
課
税
制
度
を
採
用
し
た
の
で
あ
り
、
当
然
民
法
上
の
学
説
判
例
の
傾
向
に
対
し
、
租
税
制
度
の
技
術
性
、
硬
直
性
か
ら
介

離
を
生
ず
る
場
合
が
起
こ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

（
23
）

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
節
の
例
え
話
で
述
べ
た
が
、
仮
に
婚
姻
期
間
中
に
夫
名
義
の
不
動
産
を
夫
か
ら
妻
へ
名
義
変
更
し
た
場
合
は
妻
に
贈
与
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
名
義
の
不
動
産
を
夫
か
ら
妻
へ
売
却
し
た
場
合
は
夫
に
譲
渡
所
得
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

だ
が
、
課
税
理
論
上
そ
う
な
る
と
い
う
だ
け
で
、
別
産
制
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
現
代
に
お
い
て
、
完
全
に
一
方
の
特
有
財
産
で
あ
る
事
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実
を
立
証
す
る
こ
と
が
難
し
い
以
上
、「
離
婚
」
や
「
死
亡
」
と
い
う
外
的
要
因
が
生
じ
る
ま
で
は
夫
婦
間
に
お
け
る
課
税
実
務
は
有
効
に

機
能
し
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
仮
に
別
産
制
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
特
有
財
産
の
確
定
が
容
易

で
あ
る
な
ら
ば
、
財
産
分
与
に
よ
り
収
受
す
る
全
て
の
財
産
に
つ
い
て
、「
夫
婦
の
財
産
関
係
の
清
算
」と
と
ら
え
ず
、「
分
与
を
受
け
る
者
」

に
対
し
贈
与
税
を
課
税
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
て
く
る
。
こ
れ
な
ら
ば
「
担
税
力
に
即
し
た
課
税
」
が
実
現
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
こ
れ
を
「
夫
婦
の
財
産
関
係
の
清
算
」
と
し
て
贈
与
税
の
非
課
税
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
別
産
制
が
徹
底
さ

れ
て
お
ら
ず
、「
夫
婦
の
財
産
形
成
の
領
域
」に
お
い
て
は
所
有
権
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
課
税
庁
自
身
が
認
め
て
い
る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
所
有
権
が
曖
昧
な
財
産
の
中
に
、「
不
動
産
」も
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
夫
婦
の
財
産
関
係
の
清
算
」と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
不
動
産
も
含
め
た
全
財
産
に
つ
い
て
適
用
し
な
け
れ

ば
理
屈
が
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、「
離
婚
」
や
「
死
亡
」
と
い
っ
た
外
的
要
因
が
生
じ
た
場
合
は
無
理
に
で
も
所
有
権
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
財
産
の
所
有
権
が
曖
昧
で
あ
る
と
売
買
契
約
は
お
ろ
か
、
贈
与
契
約
も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
相
続
財
産
の
確
定
も
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
無
理
に
で
も
所
有
権
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た
場
合
、
明
確
に
事
実
認
定
で
き
る
の

は
預
金
通
帳
や
不
動
産
の
名
義
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
こ
れ
を
安
易
に
「
特
有
財
産
」
で
あ
る
と
認
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
実
状

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
本
判
決
に
お
い
て
も
、
本
件
不
動
産
に
つ
い
て
登
記
さ
れ
て
い
る
名
義

を
も
と
に
、
特
有
財
産
で
あ
る
と
安
易
に
認
定
し
て
し
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
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五
、
財
産
分
与
義
務
の
消
滅
と
そ
の
対
価
性

最
高
裁
の
判
断
の
問
題
点
は
、
当
該
資
産
の
所
有
権
の
曖
昧
性
（
夫
Ｘ
の
特
有
財
産
か
、
そ
れ
と
も
夫
Ｘ
と
妻
Ａ
の
実
質
的
共
有
財
産

か
）
に
つ
い
て
考
慮
せ
ず
、
資
産
の
所
有
権
の
移
転
と
い
う
事
実
の
み
を
も
っ
て
譲
渡
所
得
の
課
税
要
件
と
な
る
「
資
産
の
譲
渡
」
と
断

定
し
た
こ
と
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

最
高
裁
は
、「
財
産
分
与
と
し
て
不
動
産
等
の
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合
、
分
与
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
分
与
義
務
の
消
滅
と
い
う
経
済
的

利
益
を
享
受
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」と
判
断
し
て
い
る
が
、
分
与
義
務
の
消
滅
と
い
う
経
済
的
利
益
を
享
受
す
る
の
は
分
与
す

る
資
産
が
不
動
産
で
あ
ろ
う
が
金
銭
で
あ
ろ
う
が
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
判
決
の
着
地
点
に
「
経
済
的
利
益
の
享
受
」
と
い
う
概
念

を
用
い
た
が
た
め
に
、
資
産
の
譲
渡
の
有
無
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の
議
論
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
結
果
、
国
民
の
真
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
現
状
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
感
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
行
課
税
実
務
に
お
け
る
解
決
策
を
述
べ
る
。『
所
得
税
基
本
通
達
三
三
｜
一
の
四（
財
産

分
与
に
よ
る
資
産
の
移
転
）
の
規
定
は
、「
経
済
的
利
益
」
と
い
う
不
確
定
概
念
に
翻
弄
さ
れ
、
所
有
権
が
曖
昧
な
資
産
（
夫
婦
の
実
質
的

共
有
財
産
）
の
移
転
に
つ
い
て
ま
で
不
当
な
課
税
（
譲
渡
所
得
に
よ
る
課
税
）
を
課
し
て
い
る
規
定
で
あ
り
、
租
税
法
律
主
義
及
び
租
税

公
平
主
義
に
反
す
る
た
め
、
撤
廃
す
べ
き
で
あ
る
。』
と
い
う
の
が
筆
者
の
出
し
た
結
論
で
あ
る
。
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第
三
節

立
法
的
解
決
策

｜
譲
渡
所
得
と
贈
与
税
｜

一
、
さ
ら
な
る
解
決
策

財
産
分
与
に
係
る
譲
渡
所
得
課
税
に
つ
い
て
、
現
行
課
税
実
務
に
お
け
る
解
決
策
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
掘

り
下
げ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
が
残
っ
て
い
る
。
仮
に
別
産
制
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
特
有
財
産
の
確
定

が
容
易
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産
の
移
転
」
に
は
譲
渡
所
得
が
課
税
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
節
に
お
い
て
、『
所
得
税
基
本
通
達
三
三
｜
一
の
四
（
財
産
分
与
に
よ
る
資
産
の
移
転
）
の
規
定
は
、「
経
済
的
利
益
」
と
い
う
不
確
定

概
念
に
翻
弄
さ
れ
、
所
有
権
が
曖
昧
な
資
産
の
移
転
に
つ
い
て
ま
で
不
当
な
課
税
を
課
し
て
い
る
規
定
で
あ
り
、
租
税
法
律
主
義
及
び
租

税
公
平
主
義
に
反
す
る
た
め
、
撤
廃
す
べ
き
で
あ
る
。』と
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
。
だ
が
、
こ
の
提
案
は
ま
だ
本
当
の
解
決
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
で
は
本
件
不
動
産
が
夫
Ｘ
の
特
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
定
で
き
れ
ば
、「
財
産
分
与
に
よ
る
不
動

産
の
移
転
に
は
譲
渡
所
得
が
課
税
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
課
税
理
論
か
ら
ま
だ
脱
却
で
き
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

前
節
に
お
い
て
、『
財
産
分
与
に
よ
り
収
受
す
る
全
て
の
財
産
に
つ
い
て
、「
夫
婦
の
財
産
関
係
の
清
算
」
と
と
ら
え
ず
、「
分
与
を
受
け

る
者
」
に
対
し
贈
与
税
を
課
税
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
て
く
る
。』
と
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
。
こ
の
考
え
に
は
、
戦

後
、
現
行
租
税
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
の
社
会
情
勢
と
現
在
の
社
会
情
勢
で
は
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
視
点
が
少
な
か
ら
ず

含
ま
れ
て
い
る
。
女
性
の
社
会
進
出
率
が
増
加
し
、
妻
が
担
税
力
の
弱
い
存
在
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
む
し
ろ
夫
よ
り
も
妻
の

方
に
稼
得
が
あ
る
よ
う
な
「
夫
婦
の
財
産
形
成
」
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
な
ら
ば
、
財
産
分
与
に
よ
る
財
産
の
移
転
に
つ
い
て
、
贈

与
税
の
非
課
税
規
定
を
設
け
な
く
と
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
離
婚
率
の
増
加
し
て
い
る
現
代
に
お
い
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て
、
稼
得
の
少
な
い
妻
も
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
稼
得
の
少
な
い
妻
の
離
婚
後
の
生
活
を
考
慮
し
、
分
与
を
受
け
た
財
産
に
つ
い
て
は

贈
与
税
の
非
課
税
と
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
の
は
立
法
政
策
上
正
し
い
と
思
う
。
し
か
し
問
題
の
所
在
は
、「
財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産

の
移
転
」
と
い
う
経
済
取
引
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
の
稼
得
が
多
い
か
少
な
い
か
で
納
税
の
義
務
を
有
す
る
者
を
判
定
し
て
い
る
の
で
は
な

い
（
例
え
ば
、
夫
の
方
が
経
済
的
に
裕
福
で
あ
り
担
税
力
が
あ
る
か
ら
譲
渡
所
得
を
課
税
す
る
だ
と
か
、
妻
の
方
が
経
済
的
に
裕
福
で
あ

り
担
税
力
が
あ
る
か
ら
贈
与
税
を
課
税
す
る
等
の
よ
う
に
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
判
決
に
お
い
て
認
定
で
き
る
の
は
、「
財
産
分
与
に
よ
り
不
動
産
が
移
転
し
た
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
が
、
本
件
不
動
産
が
「
特
有
財

産
」
で
あ
る
の
か
、「
実
質
的
共
有
財
産
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
曖
昧
で
あ
る
。
曖
昧
な
指
標
を
出
来
る
限
り
避
け
た
結
果
、

認
定
で
き
る
事
実
は
、「
財
産
分
与
に
よ
り
不
動
産
が
移
転
し
た
こ
と
で
実
際
に
担
税
力
（
資
産
）
が
増
加
し
た
の
は
妻
Ａ
（
分
与
を
受
け

る
者
）
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
の
み
で
あ
る
。

二
、
担
税
力
に
即
し
た
課
税

金
子
宏
教
授
は
未
実
現
の
利
益
に
つ
い
て
、「
人
の
担
税
力
を
増
加
さ
せ
る
利
得
で
あ
っ
て
も
、
未
実
現
の
利
得
｜
所
有
資
産
の
増
加
益

｜
お
よ
び
帰
属
所
得
｜
自
己
の
財
産
の
利
用
お
よ
び
自
家
労
働
か
ら
得
ら
れ
る
経
済
的
利
益
｜
は
、
ど
こ
の
国
で
も
、
原
則
と
し
て
課
税

の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
所
得
税
法
は
、
所
得
を
収
入
と
い
う
形
態
で
と
ら
え
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
原
則
と

し
て
課
税
の
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
が
本
質
的
に
所
得
で
な
い
か
ら
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
捕
捉
し
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
課
税
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
立
法
政
策
の
問
題
で
あ

る
（
24
）

。」
と
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
譲
渡
所
得
の
本
質
で
あ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
、
い
ま
だ
価
値
の
増
加
益
が
確
定
し
て
い
な
い
状
態
（
未
実
現
の
利
益
）

を
指
す
の
で
は
な
く
、
売
買
契
約
な
ど
の
経
済
取
引
に
よ
り
確
定
し
た
収
入
金
額
か
ら
資
産
の
取
得
価
額
等
を
差
し
引
い
た
金
額
（
実
現

し
た
利
益
）
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
と
解
す
る
。
よ
っ
て
、
譲
渡
所
得
の
課
税
要
件
は
、
資
産
の
移
転
に
よ
り
譲
渡
者
が
対
価
を
得
る

「
有
償
譲
渡
」
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
そ
の
結
果
、
所
有
権
が
譲
受
者
に
移
転
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
贈
与
税
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
酒
井
克
彦
教
授
は
贈
与
税
に
つ
い
て
、「
相
続
税
は
、
相
続
の
開
始
時
に
現
存
す
る
財
産
に
つ
い

て
課
税
す
る
租
税
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
相
続
が
開
始
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
者
が
生
前
に
贈
与
に
よ
り
財
産
を
移
転
し
て
、
相

続
税
の
負
担
を
軽
減
あ
る
い
は
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
生
前
に
な
さ
れ
た
贈
与
財
産
に

つ
い
て
も
課
税
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
贈
与
税
で
あ
る

（
25
）

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
資
産
（
財
産
）
の
所
有
権
が
移
転

す
る
」
と
い
う
経
済
取
引
自
体
は
、
譲
渡
所
得
と
同
じ
で
あ
る
が
、
贈
与
税
は
「
資
産
を
譲
渡
」
す
る
者
（
贈
与
者
）
に
課
税
は
さ
れ
ず
、

「
資
産
を
譲
受
」
す
る
者
（
受
贈
者
）
に
課
税
さ
れ
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
。
個
人
間
に
お
い
て
贈
与
が
な
さ
れ
た
場
合
、
贈
与
者
が
納

税
義
務
を
負
う
と
い
う
規
定
は
現
行
課
税
実
務
に
お
い
て
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
、
贈
与
税
の
課
税
要
件
は
、
資
産
の
移
転
に
よ
り
受
贈

者
が
対
価
を
得
る
一
方
、
贈
与
者
は
何
ら
対
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
無
償
譲
渡
」
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
そ
の
結
果
、
所
有
権
が

受
贈
者
に
移
転
す
る
の
で
あ
る
。

納
税
義
務
者
の
判
定
に
お
い
て
最
も
重
要
な
判
断
基
準
は
、
実
際
に
担
税
力
が
増
加
し
た
の
は
誰
な
の
か
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
本
判

決
に
お
い
て
「
財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産
の
移
転
」
と
い
う
経
済
取
引
に
よ
り
夫
Ｘ
の
担
税
力
（
資
産
）
が
減
少
し
て
い
る
の
が
事
実
で

あ
り
、「
担
税
力
に
即
し
た
課
税
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
譲
渡
所
得
だ
け
で
な
く
贈
与
税
に
お
い
て
も
「
外
部
か
ら
の

経
済
的
価
値
の
流
入
」
と
「
資
産
（
財
産
）
の
移
転
」
が
課
税
要
件
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
、
及
び
租
税
法
の
世
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界
に
お
い
て
、
民
法
に
お
け
る
夫
婦
の
「
潜
在
的
な
持
分
」
と
い
う
曖
昧
な
概
念
を
受
け
入
れ
る
規
定
が
限
定
的
に
し
か
用
意
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
、
財
産
分
与
に
係
る
課
税
実
務
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
原
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
「
一
般
人
に
は

理
解
し
が
た
い
課
税
理
論
」
の
正
体
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

諸
外
国
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
課
税
実
務
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。
ア
メ
リ
カ
内
国
歳
入
法
典
一
〇
四
一
条

（
26
）

に
お
い
て
、「
離
婚
に

伴
っ
て
夫
婦
の
一
方
か
ら
他
方
へ
移
転
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
移
転
者
側
に
は
、
利
得
も
な
け
れ
ば
損
失
も
な
い
も
の
と
す
る
。
移
転

を
受
け
た
者
は
、
移
転
者
の
取
得
価
額
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ま
さ
に
「
通
常
の
一
般

人
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
課
税
理
論
」
で
あ
り
、
贈
与
税
の
非
課
税
と
し
て
、
本
件
不
動
産
を
妻
Ａ
が
取
得
価
額
を
も
っ
て
引
き
継
ぐ

こ
と
を
是
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
判
決
（
財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産
の
移
転
）
の
よ
う
な
不
動
産
の
所
有
者
（
本
件
不
動
産
は
実
質
的
共
有
財
産
で
は
あ
る
が
、
名
義

に
基
づ
き
、
所
有
者
と
認
定
さ
れ
た
者：
本
判
決
に
お
い
て
は
夫
Ｘ
）
の
担
税
力
を
増
加
さ
せ
な
い
経
済
取
引
（
無
償
譲
渡
）
に
つ
い
て

譲
渡
所
得
を
課
税
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
分
与
を
受
け
た
者
（
本
判
決
に
お
い
て
は

妻
Ａ
）
が
、
将
来
本
件
不
動
産
を
売
却
し
た
事
実
を
も
っ
て
「
本
件
不
動
産
の
所
有
期
間
中
の
増
加
益
を
清
算
し
て
課
税
す
る
時
点
」
と

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
際
、
譲
渡
者
（
分
与
を
受
け
た
者：

本
判
決
に
お
い
て
は
妻
Ａ
）
の
担
税
力
が
増
加
す
る
（「
外

部
か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流
入
」
が
実
現
す
る
）
こ
と
に
疑
い
は
な
い
た
め
、
こ
の
経
済
取
引
が
行
わ
れ
た
年
分
に
お
い
て
譲
渡
者
（
分

与
を
受
け
た
者：

本
判
決
に
お
い
て
は
妻
Ａ
）
に
対
し
、
譲
渡
所
得
に
よ
る
課
税
が
な
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
筆
者
の
考
え
る
立
法
的
解
決
策
を
述
べ
る
。『「
財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産
の
移
転
」は
譲
渡

所
得
及
び
贈
与
税
の
判
断
要
素
と
な
る
「
資
産
の
移
転
」
で
は
あ
る
が
、
譲
渡
所
得
の
課
税
要
件
と
な
る
「
資
産
の
譲
渡
」
で
は
な
い
。
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よ
っ
て
、
分
与
者
に
譲
渡
所
得
を
課
税
す
る
と
い
う
現
行
課
税
実
務
の
取
扱
い
は
、「
外
部
か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流
入
」に
至
っ
て
い
な

い
（
担
税
力
の
増
加
し
て
い
な
い
）
状
態
で
所
得
税
を
課
税
す
る
と
い
う
不
当
な
取
扱
い
で
あ
る
た
め
、
不
動
産
の
分
与
を
受
け
た
者
に

対
し
贈
与
税
を
課
税
す
る
と
い
う
取
扱
い
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。』
と
い
う
の
が
、
本
論
文
全
体
を
通
し
て
の
最
終
的
な
結
論
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
当
該
不
動
産
の
受
贈
者
に
対
し
、
贈
与
税
の
非
課
税
規
定
を
設
け
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
立
法
的
解
決
が
な
さ
れ
れ
ば
、
租
税
法
律
主
義
及
び
租
税
公
平
主
義
の
要
請
す
る
「
担
税
力
に
即
し
た
課
税
」
が
実
現
さ
れ
る
と
考

え
る
。

結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
筆
者
は
本
判
決
に
お
け
る
課
税
理
論
を
「
未
解
決
の
課
税
理
論
」
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
独
自
の
視
点
で

本
判
決
に
潜
む
論
点
を
洗
い
出
し
、
最
終
的
な
結
論
に
結
び
つ
け
た
訳
で
あ
る
が
、
本
判
決
に
お
け
る
課
税
理
論
を
ま
ず
「
未
解
決
の
課

税
理
論
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

最
高
裁
判
決
を
受
け
て
か
ら
所
得
税
基
本
通
達
三
三
｜
一
の
四
が
発
遣
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
は
あ
る
に
せ
よ
、
一
部
の
有
識
者
以
外
の

多
く
の
一
般
人
が
「
財
産
分
与
に
よ
る
不
動
産
の
移
転
に
つ
い
て
は
譲
渡
所
得
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
。」
と
認
識
し
て
い
る

現
状
に
は
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
一
般
人
が
当
該
課
税
理
論
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
か
ず
、
法
律
と
し
て
受
け
入
れ
、
思
考
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
筆
者
は
そ
の
多
く
の
一
般
人
の
中
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

文
中
に
お
い
て
、
戦
後
、
現
行
租
税
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
の
社
会
情
勢
と
現
在
の
社
会
情
勢
で
は
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
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に
つ
い
て
触
れ
た
。
離
婚
の
態
様
も
様
々
で
あ
り
、
離
婚
後
、
復
縁
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

の
場
合
、
現
行
の
取
扱
い
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
、
離
婚
時
に
不
動
産
の
経
済
的
価
値
を
一
旦
清
算
し
、
復
縁
し
た
際
に
、
一
旦
清
算

し
た
不
動
産
を
再
度
「
家
」
の
財
産
と
し
て
取
得
し
、
夫
婦
で
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
一
般
人
に
と
っ
て
理
解

し
が
た
い
課
税
実
務
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
現
行
の
取
扱
い
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
夫
婦
が
不
動
産
を
購
入
す
る
際
、
離
婚
時
の
財
産
分
与
ま
で
考
慮
し
て
名
義
を
登
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
租
税
法
が
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
夫
婦
間
の
問
題
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
来
、
租
税
法
に
限
ら
ず
法
律
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
判
決
に
潜
む
最
大
の
問
題
点
は
、
立
法
の
体
制
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
有
識
者
が
本
判
決
に

対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
該
課
税
理
論
に
な
ん
ら
か
の
論
理
的
矛
盾
が
潜
ん
で
い
る
と

考
え
、
国
会
で
真
剣
に
議
論
す
る
の
が
相
当
で
あ
っ
た
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
有
識
者
を
含
む
一
般
人
は
い
か
に
理
解
し
が
た
く
、
納
得

が
出
来
な
く
と
も
法
律
に
従
う
し
か
な
い
と
い
う
現
状
を
鑑
み
る
と
、
立
法
の
責
任
は
重
い
と
思
わ
れ
る
。
出
来
る
限
り
、
多
く
の
一
般

人
が
理
解
で
き
る
法
整
備
に
よ
り
課
税
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
租
税
法
律
主
義
及
び
租
税
公
平
主
義
の
意
義
で
あ
ろ

う
し
、
目
指
す
べ
き
姿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
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